
予
算
審
査

の
中
で
、
市

民
の
「
貯
金
」

で
あ
る
財
政

調
整
基
金
が

大
幅
に
増
加

し
、
決
算
の

見
込
み
で
過
去
最
高
額
の
60
億

円
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
市
当
局

は
災
害
時
等
の
備
え
と
し
て
40

億
円
以
上
は
確
保
し
た
い
と
過

去
に
答
弁
し
て
い
ま
し
た
が
、

相
当
多
額
の
積
立
で
す
。

い
ま
何
よ
り
も
コ
ロ
ナ
禍
で

市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
市
民
へ
の
経
済
的
支
援
な

ど
、
も
っ
と
市
民
に
寄
り
そ
っ

た
使
い
方
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

予
算
審
議
で
は
、
高
齢
者
へ

の
交
通
費
補
助
制
度
の
復
活
と

多
く
の
方
が
悩
ま
れ
て
い
る
難

聴
へ
の
支
援
と
し
て
補
聴
器
購

入
の
補
助
な
ど
施
策
の
実
施
を

求
め
ま
し
た
（
裏
面
参
照
）
。

鎌
倉
市
の
財
政
は
相
対
的
に

は
健
全
（
今
後
の
大
型
開
発
に

よ
っ
て
悪
化
す
る
可
能
性
あ
り
）

で
、
財
政
が
厳
し
い
か
ら
施
策

の
実
施
が
困
難
と
い
う
理
由
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
議

会
で
要
求
し
た
施
策
の
実
施
や

改
善
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討

す
る
よ
う
求
め

て
い
き
ま
す
。

武野裕子
建設常任委員

鎌鎌倉倉市市御御成成町町1188－－1100

TTEELL2233--33000000 内内線線22442266

hhttttpp::////wwwwww..jjccpp--kkaammaakkuurraa..jjpp//

メメーールル iinnffoo@@jjccpp--kkaammaakkuurraa..jjpp

おお困困りりごごととやや市市政政へへののごご要要望望ななどど、、おお気気軽軽にに各各議議員員ままででおお寄寄せせくくだだささいい

ニニュューースス民民
22002222年年４４・・５５月月号号市市

深沢整備事業用地

鎌倉市

村岡新駅

柏尾川

藤沢市

ヘルス・イノベーション
パーク（武田薬品）

東
海
道
線

大
型
開
発
を
本
当
に
進
め
て
良
い
の

か
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
深
沢
地
域
整

備
事
業
が
「
ま
ち
開
き
」
と
な
る
予
定

の
令
和
10
年
度
に
、
先
行
的
に
完
成
予

定
な
の
が
市
役
所
移
転
に
よ
る
本
庁
舎

整
備
で
す
。
こ
の
ま
ま
進
め
る
と
、
区

画
整
理
事
業
で
深
沢
事
業
用
地
に
様
々

な
建
物
が
建
と
う
と
す
る
時
点
で
新
庁

舎
が
完
成
と
な
り
、
新
た
な
市
街
地
が

形
成
さ
れ
る
前
に
市
役
所
を
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
移
転
の
前
提
に
も

関
わ
る
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
す
。

高
野
議
員
は
予
算
審
査
に
お
い
て
、

他
市
の
移
転
案
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
が
既
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
も
し
く
は
中
心
市
街
地
の
整
備

が
具
体
的
に
進
み
実
態
を
伴
っ
て
い
る

な
か
で
移
転
整
備
す
る
の
が
通
常
で
す
。

鎌
倉
市
の
よ
う
に
、
新
た
な
市
街
地

整
備
が
本
格
的
に
進
む
前
に
本
庁
舎
を

移
転
整
備
し
よ
う
と
す
る
事
例
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

事
例
が
全
国
的
に
あ
る
か
質
問
し
ま
し

た
が
、
市
の
担
当
は
答
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
市
内
の
他
地
域
か
ら
の
交

通
の
利
便
性
確
保
を
含
め
、
本
庁
舎
の

移
転
に
相
応
し
い
都
市
計
画
や
新
た
な

中
心
市
街
地
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
が
具

体
的
に
み
え
ま
せ
ん
。
も
し
、
深
沢
用

地
の
保
留
地
処
分
が
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
場
合
、
先
に
建
っ
た
本
庁
舎
は
市

民
に
ど
う
映
る
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
、
深
沢
事
業
用
地
の
商
業
エ

リ
ア
は
西
側
で
、
本
庁
舎
側
と
い
う
よ

り
、
市
外
に
整
備
予
定
の
新
駅
側
と
の

動
線
を
重
視
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
鎌
倉
市
全
体
の
新
た
な
中

心
市
街
地
と
い
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
に
本
当
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

６
年
後
に
本
庁
舎
の
移
転
整
備
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
事
業
用
地
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
道
路
や
交
通
な
ど

の
改
善
計
画
が
見
え
て
こ
な
い
の
も
疑

問
で
す
。
約
１
７
０
億
円
の
大
型
事
業

で
あ
り
、
歴
史
や
文
化
的
な
視
点
か
ら

も
問
わ
れ
て
い
る
事
案
で
す
。
一
度
冷

静
に
な
っ
て
立
ち
止
ま
り
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
を
含
め
、
移
転
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
す
。

多
く
の
市
民
や
利
用
者
団
体

の
方
々
か
ら
困
惑
の
声
が
あ
が
っ

て
い
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

利
用
時
間
区
分
の
変
更
問
題
。

３
月
議
会
の
最
終
本
会
議
で
、

吉
岡
議
員
が
10
月
か
ら
の
利
用

区
分
変
更
を
現
行
ど
お
り
に
戻

す
条
例
再
改
正
の
提
案
を
行
い
、

賛
成
13
・
反
対
11
（
退
席
1
）

で
可
決
、
再
改
正
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
長
に
よ
る

「
再
議
」
に
付
さ
れ
臨
時
議
会

で
条
例
再
改
正
の
可
決
に
必
要

な
３
分
の
２
に
達
せ
ず
、
廃
案

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

地
方
政
治
は
二
元
代
表
制
で

す
が
、
条
例
の
制
定
・
改
廃
や

予
算
の
議
決
に
対
し
首
長
と
し

て
異
議
が
あ
る
場
合
、
地
方
自

治
法
に
よ
り
再
議
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
般
的
拒
否

権
と
い
い
、
再
議
決
に
は
議
員

の
３
分
の
２
（
特
別
多
数
議
決
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

地
方
政
治
に
お
い
て
首
長
の
優

位
を
示
し
、
議
会
の
権
限
が
弱

い
こ
と
を
示
す
問
題
の
一
つ
で
、

自
治
法
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

議
会
で
議
論
し
て
出
さ
れ
た

議
決
が
尊
重
さ
れ
な
い
な
ら
、

何
の
た
め
に
議
会
が
あ
り
、
議

会
制
民
主
主
義
な
の
か
。
市
議

や
県
議
を
経
験
し
て
き
た
松
尾

市
長
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

条
例
「
再
改
正
」
後
の
協
議
を

非
公
開
の
「
秘
密
会
」
で
行
っ

た
教
育
委
員
会
も
同
様
で
す
。

市
民
不
在
の
鎌
倉
市
政
を
自

覚
的
な
市
民
の
力
で
変
え
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
と
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

利
用
時
間
区
分
の
変
更
を
行
わ
ず
、
利
用
者
の
視
点
で
再
検
討
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
を
再
改
正
す
る
も
、
市
長
の
「
再
議
」
に
よ
り
廃
案
に
！

市役所本庁舎

開庁予定

２０２８年

都
市
計
画
、
地

区
計
画
な
ど
の

範
囲
を
決
め
る

Ｕ
Ｒ
が
施
行
主
と

な
り
、
事
業
開
始

土
地
所
有
者
と
の

協
議
を
ま
と
め
る

調
整
池
・
道
路
の

整
備
か
ら
着
手

2021年度
都市計画決定

2022年度
事業認可

2023年度
仮換地指定

2024年度
基盤整備
工事着手

※

２０３２年

＜＜事事業業ススケケジジュューールル＞＞

※都市再生機構

（（ああくくままでで鎌鎌倉倉市市のの予予定定でですす））

高野洋一
総務常任委員

吉岡和江
教育福祉常任委員

市役所

移転先

村岡新駅

完成予定

全全
国国
的的
にに
例例
のの
なな
いい
移移
転転
計計
画画
にに

えっ！６年後？

＜ 地方自治法第１７６条「再議」 ＞ ※市長の拒否権

第176条 …議会における条例の制定若しくは改廃又は予算に関す

る議決について異議があるときは、当該普通地方公共団体の長は、

この法律に特別の定があるものを除く外、その送付を受けた日から

10日以内に理由を示してこれを再議に付することができる。

３ 前項の規定による議決については、出席議員の３分の２以上の

者の同意がなければならない。 ※達しないと議決が廃案になる

過過
去去
最最
高高
とと
なな
るる
６６
００
億億
円円
超超
のの
残残
高高
見見
込込

松松
尾尾
市市
政政
のの
議議
会会
軽軽
視視
とと
暴暴
走走



昨昨
年年
1100
月月
、、
山山
ノノ
内内

周周
辺辺
のの
町町
内内
会会
にに
回回
覧覧

板板
でで
「「
大大
船船
警警
察察
署署
かか

らら
のの
おお
知知
らら
せせ
」」
がが
回回
っっ

てて
きき
まま
しし
たた
。。
北北
鎌鎌
倉倉

駅駅
前前
のの
山山
ノノ
内内
交交
番番
のの

廃廃
止止
のの
おお
知知
らら
せせ
でで
すす
。。

建建
物物
のの
老老
朽朽
化化
とと
事事
件件
・・

事事
故故
のの
件件
数数
がが
少少
なな
いい

ここ
とと
がが
理理
由由
でで
しし
たた
。。

併併
せせ
てて
１１
人人
体体
制制
だだ
とと

交交
番番
襲襲
撃撃
のの
リリ
スス
クク
もも

ああ
るる
たた
めめ
、、
台台
交交
番番

（（
大大
船船
体体
育育
館館
とと
なな
りり
））

とと
統統
廃廃
合合
すす
るる
とと
いい
うう

もも
のの
でで
すす
。。

突突
然然
のの
知知
らら
せせ
にに
住住

民民
かか
らら
、、
とと
んん
でで
もも
なな

いい
とと
声声
がが
上上
がが
りり
、、
陳陳

情情
署署
名名
はは
、、
実実
にに
住住
民民

のの
３３
割割
のの
世世
帯帯
にに
広広
がが

りり
まま
しし
たた
。。
廃廃
止止
をを
決決

定定
すす
るる
過過
程程
でで
はは
、、
まま
っっ

たた
くく
住住
民民
のの
意意
見見
をを
聞聞

くく
ここ
とと
もも
なな
くく
、、
市市
のの

担担
当当
者者
にに
すす
らら
現現
状状
把把

握握
のの
聞聞
きき
取取
りり
すす
らら
しし

てて
いい
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。

県県
警警
はは
、、
増増
員員
をを
図図

らら
なな
いい
複複
数数
体体
制制
とと
、、

施施
設設
のの
再再
編編
、、
空空
白白
地地

域域
にに
はは
、、
ワワ
ゴゴ
ンン
タタ
イイ

ププ
のの
車車
両両
でで
場場
所所
、、
時時

間間
がが
常常
にに
動動
くく
「「
アア
クク

テテ
ィィ
ブブ
交交
番番
」」
にに
置置
きき

換換
ええ
るる
計計
画画
でで
すす
。。

交交
番番
がが
2244
時時
間間
いい
つつ

もも
そそ
ここ
にに
位位
置置
しし
てて
いい

るる
ここ
とと
がが
住住
民民
にに
とと
っっ

てて
のの
安安
心心
にに
つつ
なな
がが
りり

まま
すす
。。
議議
会会
はは
３３
件件
のの

陳陳
情情
をを
採採
択択
しし
まま
しし
たた
。。

住住
民民
とと
県県
警警
とと
のの
話話

しし
合合
いい
はは
まま
だだ
続続
きき
まま

すす
。。

市市民民ニニュューースス４４、、５５月月号号

議会議案が採択されました

ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議することに関する意見書
ロロシシアアののウウククラライイナナへへのの侵侵略略はは、、国国連連憲憲章章、、国国際際人人道道法法ジジュュネネーーブブ条条約約にに明明白白にに違違反反ししたた行行為為でですす。。病病院院、、学学校校をを攻攻撃撃しし、、一一般般市市民民をを含含めめ多多

数数のの死死傷傷者者がが出出ままししたた。。原原発発ままででももがが攻攻撃撃さされれ、、断断じじてて許許さされれるるももののででははあありりまませせんん。。ささららにに、、ププーーチチンン大大統統領領はは核核兵兵器器のの使使用用ももほほののめめかかししてて

いいまますす。。「「平平和和都都市市宣宣言言」」をを掲掲げげるる鎌鎌倉倉市市のの議議会会はは日日本本政政府府にに対対しし、、①①ウウククラライイナナにに在在住住すするる邦邦人人のの安安全全確確保保にに全全力力をを尽尽くくすすこことと②②国国際際社社会会とと

緊緊密密にに連連携携しし、、ロロシシアアにに対対すするる経経済済制制裁裁及及びびウウククラライイナナへへのの経経済済支支援援③③外外交交交交渉渉でで、、ロロシシアア政政府府にに対対ししてて、、核核兵兵器器不不使使用用、、即即時時停停戦戦、、ウウククラライイ

ナナかかららののロロシシアア軍軍のの即即時時撤撤退退をを呼呼びびかかけけるるこことと（（概概略略））をを求求めめ、、日日本本政政府府にに意意見見書書をを送送付付ししままししたた。。

山ノ内交番

高高
齢齢
化化
がが
進進
むむ
中中
でで
、、

耳耳
がが
聞聞
ここ
ええ
にに
くく
くく
なな
りり
、、

仕仕
事事
やや
社社
会会
生生
活活
にに
困困
るる

ごご
高高
齢齢
のの
方方
がが
増増
ええ
てて
いい

まま
すす
。。
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
はは
、、

音音
はは
聞聞
ここ
ええ
てて
いい
るる
がが
会会

話話
がが
理理
解解
でで
きき
なな
いい
、、
高高

音音
がが
聞聞
きき
取取
りり
にに
くく
くく
なな

るる
とと
いい
うう
特特
徴徴
がが
ああ
りり
まま

すす
。。専専

門門
家家
にに
よよ
れれ
ばば
、、
難難

聴聴
にに
よよ
りり
人人
とと
のの
交交
流流
がが

減減
りり
、、
うう
つつ
やや
認認
知知
症症
のの

発発
症症
率率
もも
多多
いい
とと
指指
摘摘
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、

補補
聴聴
器器
はは
平平
均均
価価
格格
がが
1155

万万
円円
とと
高高
額額
でで
、、
「「
高高
くく

てて
買買
ええ
なな
いい
」」
とと
悲悲
鳴鳴
がが

上上
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

自自
治治
体体
やや
関関
係係
団団
体体
かか

らら
公公
的的
補補
助助
制制
度度
創創
設設
のの

要要
望望
がが
出出
ささ
れれ
、、
県県
内内
でで

はは
相相
模模
原原
市市
、、
厚厚
木木
市市
、、

大大
井井
町町
がが
独独
自自
補補
助助
をを
実実

施施
しし
まま
しし
たた
。。

難難
聴聴
をを
「「
医医
療療
」」
でで
とと

らら
ええ
補補
助助
制制
度度
がが
ああ
るる
欧欧

米米
とと
比比
べべ
、、
日日
本本
はは
「「
障障

がが
いい
者者
」」
とと
とと
らら
ええ
てて
助助

成成
対対
象象
をを
絞絞
りり
込込
んん
でで
いい

るる
たた
めめ
、、
補補
聴聴
器器
所所
有有
率率

がが
圧圧
倒倒
的的
にに
低低
いい
とと
ささ
れれ

てて
いい
まま
すす
。。
国国
はは
２２
００
１１

５５
年年
１１
月月
、、
「「
認認
知知
症症
施施

策策
推推
進進
総総
合合
戦戦
略略
」」
をを
策策

定定
しし
、、
難難
聴聴
をを
認認
知知
症症
発発

症症
のの
危危
険険
因因
子子
とと
しし
てて
ああ

げげ
てて
いい
まま
すす
。。
国国
連連
のの
専専

門門
機機
関関
ＷＷ
ＨＨ
ＯＯ
（（
世世
界界
保保

健健
機機
構構
））
はは
、、
軽軽
度度
のの
うう

ちち
かか
らら
補補
聴聴
器器
をを
使使
用用
すす

るる
ここ
とと
でで
進進
行行
をを
遅遅
らら
せせ

るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
とと
いい
うう

観観
点点
かか
らら
、、
聴聴
力力
がが
4400
デデ

シシ
ベベ
ルル
をを
超超
ええ
るる
よよ
うう
にに

なな
っっ
たた
らら
、、
補補
聴聴
器器
をを
着着

用用
すす
るる
ここ
とと
をを
推推
奨奨
しし
てて

いい
まま
すす
。。

少少
しし
ずず
つつ
もも
のの
がが
見見
ええ

にに
くく
くく
なな
りり
、、
老老
眼眼
鏡鏡
をを

使使
いい
始始
めめ
るる
のの
とと
同同
様様
にに
、、

加加
齢齢
性性
のの
難難
聴聴
にに
つつ
いい
てて

もも
補補
聴聴
器器
はは
必必
要要
なな
もも
のの

でで
すす
。。
少少
しし
ずず
つつ
聞聞
ここ
ええ

がが
低低
下下
しし
はは
じじ
めめ
たた
段段
階階

でで
、、
補補
聴聴
器器
にに
つつ
いい
てて
関関

心心
がが
持持
てて
るる
よよ
うう
情情
報報
もも

提提
供供
しし
、、
悪悪
化化
すす
るる
前前
にに

使使
いい
始始
めめ
、、
装装
着着
調調
整整
しし

てて
いい
けけ
ばば
、、
生生
活活
のの
質質
をを

継継
続続
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる

とと
思思
いい
まま
すす
。。

市市
はは
満満
6655
歳歳
以以
上上
のの

運運
転転
免免
許許
証証
返返
納納
者者
にに
年年

間間
５５
００
００
円円
券券
をを
４４
枚枚
、、

２２
年年
間間
にに
限限
定定
しし
交交
付付

しし
、、
タタ
クク
シシ
ーー
やや
ババ
スス

にに
利利
用用
でで
きき
るる
補補
助助
をを

実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

２２
００
００
３３
年年
、、
7755
歳歳
以以

上上
のの
方方
にに
交交
通通
優優
待待
制制
度度

がが
創創
設設
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
年年

間間
２２
００
００
００
円円
のの
補補
助助
でで
、、

最最
終終
的的
にに
はは
3355
％％
のの
方方
がが

利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
がが
、、

市市
長長
はは
財財
政政
難難
をを
理理
由由
にに

２２
００
１１
４４
度度
かか
らら
ここ
のの
制制

度度
をを
廃廃
止止
しし
まま
しし
たた
。。

高高
齢齢
者者
のの
外外
出出
支支
援援
はは

いい
つつ
まま
でで
もも
元元
気気
にに
暮暮
らら

しし
続続
けけ
るる
上上
でで
大大
切切
なな
事事

業業
でで
すす
。。
免免
許許
証証
返返
納納
者者

だだ
けけ
でで
なな
くく
6655
歳歳
以以
上上

のの
希希
望望
者者
にに
補補
助助
をを
広広
げげ

るる
ここ
とと
、、
２２
年年
間間
だだ
けけ
でで

なな
くく
継継
続続
的的
補補
助助
とと
すす
るる

ここ
とと
、、
補補
助助
額額
のの
増増
加加
なな

どど
充充
実実
をを
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

う
つ
や
認
知
症
発
症
の

原
因
に

保保育育士士不不足足がが課課題題ととななっってていいるる中中、、障障害害児児保保育育ににおおいいててもも

保保育育士士不不足足はは深深刻刻でですす。。障障ががいいををももつつおお子子ささんんのの成成長長とと安安

心心ででききるる保保育育ののたためめのの県県のの補補助助ががななくくななりり、、鎌鎌倉倉市市はは独独自自

のの障障害害児児担担当当保保育育士士のの補補助助をを行行っってていいまますす。。

今今回回、、障障害害児児保保育育をを行行っってていいるる園園へへのの補補助助額額のの見見直直ししがが

行行わわれれたたここととはは評評価価すするるももののでですすがが、、市市のの独独自自基基準準でで認認定定

ががななくく手手帳帳をを持持たたなないいおお子子ささんん分分のの補補助助額額はは月月額額６６万万11000000

円円でですす。。ここれれでではは保保育育士士加加配配配配置置ががででききずず、、民民間間園園はは運運営営

費費ををややりりくくりりししてて保保育育士士をを加加配配ししてていいるるののがが実実態態でですす。。

ととななりりのの藤藤沢沢市市でではは、、鎌鎌倉倉市市のの基基準準ににああたたるる障障害害手手帳帳をを

持持たたなないい園園児児のの分分にに対対しし、、月月額額1133万万55000000円円をを助助成成ししてておおりり、、
鎌鎌倉倉市市よよりり多多いい助助成成額額でですす。。県県にに補補助助のの再再開開をを求求めめるるとととと

ももにに、、市市のの補補助助制制度度のの改改善善をを求求めめままししたた。。

神神奈奈川川県県はは22月月1188日日、、保保育育所所ななどどでで新新型型ココロロナナのの感感染染者者がが

出出ててもも休休園園せせずずにに、、原原則則開開所所をを続続けけるるよようう市市町町村村にに通通知知しし

ままししたた。。ここのの県県のの方方針針にに保保育育関関係係者者かからら抗抗議議がが上上ががっってていい

まますす。。保保育育園園等等ででのの感感染染かからら子子どどももたたちちをを介介ししてて、、家家庭庭内内

感感染染がが広広ががりりままししたた。。

ししかかしし感感染染者者がが出出ててもも開開所所ししななけけれればばななりりまませせんん。。子子どど

ももたたちちへへのの感感染染をを防防ぐぐににはは、、密密がが避避けけらられれなないい保保育育園園・・ここ

どどもも園園でではは、、家家庭庭へへのの検検査査キキッットトのの配配布布だだけけででななくく、、職職員員

のの定定期期検検査査がが不不可可欠欠でですす。。

新新年年度度予予算算でではは、、一一定定程程度度、、感感染染対対策策予予算算がが計計上上さされれまま
ししたたがが、、実実情情にに合合わわせせ、、ささららななるる充充実実をを求求めめまますす。。

保育園、こども園での

コロナ対策の強化を！

障害児のための保保育育士士確確保保

補助金増やして！

補
聴
器
購
入
目
安
は

40
デ
シ
ベ
ル
以
上

老
眼
に
は
メ
ガ
ネ

難
聴
に
は
補
聴
器
を

北鎌倉

〇〇障障害害者者手手帳帳１１、、２２級級────月月額額1111万万77000000円円（（人人件件費費のの１１//３３程程度度））

〇〇 〃〃 ２２～～４４級級────月月額額８８万万99000000円円

〇手帳なし──月月額額６６万万１１００００００円円

２２００２２２２年年（（ＲＲ４４年年））度度かかららののＰＰＣＣＲＲ予予算算内内容容

〇〇５５月月かからら来来年年３３月月ままででのの1111カカ月月分分。。

施施設設ごごととにに上上限限ががああるる。。

〇〇市市かかららのの配配布布ででははななくく購購入入ししたた場場合合のの補補助助金金。。

〇〇感感染染等等でで保保育育士士がが休休んんだだ時時のの代代替替ええ保保育育士士費費用用

ももここのの中中にに含含ままれれてていいるる。。

〇〇施施設設のの判判断断でで、、ＰＰＣＣＲＲ ・・抗抗原原検検査査・・代代替替ええ保保

育育士士費費用用ののどどれれででもも選選べべるる。。

軽度
25dB以上

40dB未満
小さな声、騒音がある中での会話の聞き間違い。

中等度
40dB以上

70dB未満
普通の大きさの会話で聞き取りにくさを感じる。

高度
70dB以上

90dB未満

非常に大きい声か、補聴器を装用しないと会話が聞

こえない。聞こえても聞き取りに限界がある。

重度 90dB以上 会話、電話の着信音、車のクラクションが聞き取れない。

加齢性難聴

「
聞
き
取
り
に
く
い
！
」

補
聴
器
補
助
制
度
の
新
設
を

PCR検査

高
齢
者
の

外
出
支
援

交交
通通
優優
待待
助助
成成
制制
度度
のの

復復
活活
・・
充充
実実
をを

駅前交番が無なくなっちゃうの⁈

市民の反対の陳情が採択されました

みんながいきいき暮らせるまちのために
自自
治治
体体
やや
関関
係係
団団
体体
かか

らら
公公
的的
補補
助助
制制
度度
創創
設設
のの

要要
望望
がが
出出
ささ
れれ
、、
県県
内内
でで

はは
相相
模模
原原
市市
、、
厚厚
木木
市市
、、

愛愛
川川
町町
がが
独独
自自
補補
助助
をを
実実

施施
しし
まま
しし
たた
。。

難難
聴聴
をを
「「
医医
療療
」」
でで
とと

らら
ええ
補補
助助
制制
度度
がが
ああ
るる
欧欧

米米
とと
比比
べべ
、、
日日
本本
はは
「「
障障

がが
いい
者者
」」
とと
とと
らら
ええ
てて
助助

成成
対対
象象
をを
絞絞
りり
込込
んん
でで

補補
聴聴
器器
購購
入入
目目
安安
はは

4400
デデ
シシ
ベベ
ルル
以以
上上


